
第 1部

各支援地域での取組
″ _ン

/ t~L~ヒ

/      十

ノ

丹後教育局管内 (p5 2～ 59 )

0与 謝の海学校相談支援チーム

1芳哲

・偽⊆墓装
南丹教育局南丹教育局管内 (p 2 8～ 3 7 )

〇丹渡養護学校巡1由1相談チーム

中用教育局管内 (p 3 8～ 51 )

O中 す
｀
J‐養護学校教育 支援センター

O坪 鶴養護学校特別支援教育

~~ト
 ト ー タルサボー トセンター

中丹教

●

一

日1城教育局管内 (p12～ 27)

●山城北割;巡旧lfLl談チーム ・挑山養護学校

0山 城南部巡l「R相談チーム ・南山城養護学校

乙訂教育局管内 (p4～ 11)

●向[]がFT養護|卜校巡lDl十日談チーム

向日が丘養護
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南円教育局管向

南丹教育局付内では、教育h〕竺養i隻学1交が

また、高)14来健所などの他剤!吊jと|)ill携し、

鞭 とヽ・宮島小

騨 中

トワークを14■)てt まヽす「
ワヽークの構築を,1桁しています

高等学校
―
―
―
―
―

ヨ

京都府甫丹教育局 ・京都府立丹波養護学校

京都府南丹教育局 ・京都府立丹波養護学校

亀司市特別支援教育

巡回相談委員会

相談支援チーム

1特Bll支援教育

教 育

南丹圏域障害児者支援全体会議(予贈

就労支援連絡会議 (予定)発達障害児支援担当者会議

福 祉

個 別 の (教 育)支 援 計 画

-28-

教育・保健・福祉・労働部局を横断した南丹田域相談支援ネットワークの構築



南丹局管内では、京都府南丹教育局と京都府立丹波養護学校が緊密に連携 し、その機能をお互いに生かした地域支

援を行つています

*電 話等による申し込み

京都府立丹1皮養護学十交0771-42‐5185

特別支援教育コーディネーター ・担当部主事

墾章本司よク(l程日

―
―
▼

教育相談申し込み表の送付

―

―

ャ

教育相談申し込み表の返送

診

教育相談の実施にあたっては

丹渡養護学校の専門性に加え、管内の多様な

相談機関等との連携のt)と、より専門性の高い

支援を丁寧に行うことを大切にしています.

蕗丹教育局!丹波寵護学校

相談支援チーム (18翰

南丹病院精神科 ・神経科医師

社会福祉法人花ノ木 ′い理判定員

洛西愛育園長 臨 床発達フト理士

社会福祉法人花ノ木

障害児者地域療育等支援事業ヨーディネーター

京都府南丹保健所保健室健康支援担当

丹波養護学校亀岡分校副校長 特 別支援教育士

亀岡市立亀岡小学校 通 級指導教室担当

南丹市立園剖レ」ヽ学校 通 級指導教室担当

亀岡市立東輝中学校 通 級指導教室担当

南丹市立園部中学校 通 級指導教室担当

丹波養護I紙 特別支援教育コーディネーター

丹波養護学校 自 立活動担当

(教育神談〉

平成 16年 度   59回

平成 17年 度  168同

平成 18年 度  143回 (121181まで)

(研修支援〉

平成 16年 度    9件

平成 17年 度   23件

平成 18年 度   12件

保育園 ・幼稚園 10件
′J 常ヽ 交    19件

中事 交     19イ 牛

Ftti等学校      0件

その他      7件

簸 藤 | 1 1 ‐

―
‐| ―

(18年 度 新規65件 申)

花達 ,障害竿  21件

学習内容     4件

就宇 ,進学   24件

その他      6件



校内支援体制と特別支援教育コーディネーターの機能の充実

菅内では、LD、 AIDllI〕、高機能白問症竿を含め、障

害のある児童生徒への指導や支援について検討をするため

の校内委員会の設置及び特別支援教育コーディネーターの

指名がすべての小中t耕交で行われています―.

管内特別支援教育コーディネーター等交流研修会

管内幼 ・小 ・中 ・高等学校の特別支援教育コーディネー

ター等の機能の充実を図るために、南丹教育局、丹波養護

学校、南丹地区幼 ・小 ・中 ・高連絡協議会が共催で実施し

文した.
・講 渡  「南丹の特別支援教育を札i廷するために」

講 師  京 都府教育庁指導部特弓|1支援教育課

指導主事 鋒 山 智 子
・分散会 5分 散会に分かれて、実践報告、研究協議等

を行った。

分散会実践報告 第 1分散会

第2分散会

第3分散会

第4分 散会

第5分散会

* 管 内00小
｀
ギキ交 コ ーデ ィネーターからの依頼

「5年 生児童を対象とした

障害理解公開授業における講師J
→ 5年 生児童を対象に養護学校理解、障害理解に係

る授業を行う

児童の感想

私の家の近くに養護学校に通つている人がい

ます。先生の話を聞くまでは、毎日どんなこと

を勉強 しているのかなぁと不思議に′思つてい

ました.で も、先生の話を聞いて、その人その

人の障害に合わせた生きるために大切なこと

を勉強していることがわかりました=私 は障害

があつてt)同じ人間だから、障害があっても毎

日楽しく過ごせたらいいと″思いましたc

A幼 稚因 「白閉症スベ クトラムA児 の実践」

13川r辛本支 「13小学校の特別支援教育の取組」

C小 学校 「特別支援教育ヨーディネーターの役害」と,舌動」

I)小学校 「通常宇級に在籍する低学年児童の取り出し指導から学んだこと」

IE中学校 「具体的な特別支援の実施についてJ

特別支援教育コーディネータースキルアップ講座

平成 18年度、特丹|1支援教育コーデ ィネータースキルアップ講座を亀岡市の小学校を会場に開催しました=

授業についての説明の後、公開授業を授業し、I″1)、ADHD等 の児童への指導 ・支援171あり方について研修を,朱

めました.ま た、小学校の特丹|1支援教育コーディネーターの実践発表を通して、校内の特別支援教育の推進や具体的

な支援体制の整備、コーディネーターのイγコ|など大変参考になる内容となりました.特 に、担任t7‐l気付きを校内委員

会で検討する前に、宗甲く相談や対応ができるミニケース会議、児童ブ)様子を記入する相談用紙、支援シー トなど今

後、各校での取組に生かせる報告でした‐

特別支援教育充実事業

発達障害者に対する支援が喫緊の課題となつている中、各学校が校内支援体制を整備 し、通常学級におけると才1)、

ADHD等 の発達障害のある児童生徒の学習面・生活面の1困難を改善するため、平成 18年度から京都府の新たな事業

として、非常勤講師を配置しました.

南丹教育局管内では、小学校 8校 、中学校4校 にそれぞれ配置し、各校の特別支援教育コーディネーターと連携 し

ながら支援を行つています.通 常学級で特別に支援の必要な児童生徒の実態把握や個別の指導計画の作成、取り出し

による個別指導・少人雅 旨導、通常学級での指導1支援等、それぞれの学校の状況に応じた多様な取組を行つています―
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1校時

(個増|‖旨i事)

B児 (2年)

文字の指導 (音級

文字の形)

2校 時

(TT指 導)

C児 (1年)

体育 で折 り返 し

リレーの支援

朝

(打合せ)

子どt)の様子、

指導の形態 ・場

「所

(8!キ半白lI出勤)

3校 時

(TT指 導)

D児 (3年 )

音楽発表会に向

けてブD合奏練習

4校 時

(TT桁 導)

E児 (2年 )

図 1こで作品作 り172

ア ドノミイス

できた作品11を見て満

足そうなE児

な 革 食

・
握 団 外

け タ

齢

E児 の清掃 を

見守ったり、励

ましたり

願

校内委員会 (D児について)

(この日は校内委員会に出席l rl予定だつたので、

次の日の勤務時間が短くなつている.)

6校 時

D児 の 下十交後、

教材研究 と指卓

記録の作成

5校時

(TT→ 個別)

D児 (3年)

教室か ら出たD児

と個丹|の関わり

平成 18年 度からIンD、 ADHD等 の児童生徒も法的に通級指導教室の支援対象となりました。これまでも、管内

では4小学校に7教■が開設され、合わせて79名 の児童が支援を受けています。また、新たに管内2中学校に通級

指導教室が開設され、4名の生徒が通級による支援を受けています。

奄達障害のある子どと,への学習支援をこれまで行つてこ

られた専門″性を連携の中で生かしていただこうと、2名 の

小学校通級指導教室担当者、各中学校の通級指導神ユ当者に、

南丹教育局 ・丹波養護学校相談支教=援 チームに入ってい

ただき、チームでの巡回相談等を行つてきています,

中学校にお|する通級指導教室は、今年度から始まったと

いうこともあり、まだ通級する生徒が少ない状況ですJ

支援の必要な生徒や保護者の理解啓発を一
層進め、効果的

活用を図ることが課題です=

こうした課題解決に向けて、定期的に中学校通級指導教

も菫絡会議を開催していまf 取 組の現状や言題 を明らか

にしながら、連携 した支援をさらに進めていきたいと考え

ています=

【管内通級指導教室の設置状況】

亀岡市立亀岡小学校 通 級指導教室 3教室

亀岡市立千代川Jマ討交通級指導教室 1教室

亀岡市立東輝中学校 通 級指導教室 1教室

南丹市立園部小学校 通 級指導教室 2教室

南丹市立宮島小学校 通 級指導教室 1教室

南丹市立園部中学校 通 級指導教室 1教室

通級指導教室との連携
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亀岡市の取組

亀岡市特別支援教育巡回相談委員会 (巡回相談チーム)
1 亀 岡市における巡同相談チームの特色

・京都府立丹波養護学校、京都府南丹教育局相談支援メンバーの相互神乗り
。相談対象は、保育所 ・幼稚園から小r十・毅 までの支援の老、要な幼児児童生徒

2 巡 臣1相談の手順

則
０̈

鞍
②̈

中
¨

刀
，０

幼
“

保

①

0

巡回相談チーム

巡回神談チーム構成具 (15名 )

・市内保 ・幼 。小 ・中 ・府立養護学校の教職員 11名

・関係行政機関の職員保健センター ・福れL関係

地域支援コーディネーター         2名

・医療関係者等 (医 師 ・研究所教育相談員)  2名

※ 3～ 4名 でチームを糸凡んで相談

⑤

⑥
一
⑤
一

0児 童生徒 ・保護者 ・担任からの悩み ・困りごと・気づきの訴え・相談

②校内委員会で、聞き取り内容の分析、主訴の検討

0相 談票、アセスメント票の作成と提出|

C巡 回相談の中請 市 教育委員会へ文書で申詰 件目談票、アセスメント票等)

C巡 回神談の実施 (ち日の流れ)

ア ア セスメント票を元に情報の整理

イ 授 業参観

ウ ケ ース会議

(必要に応じて養護学校、府の相談支援チームヘ)

C巡 回相談報告書の送付

巡同相談時のケース会議の内容について学校 ・保育所 ・幼稚園等ヘ

0校 内での取組の報告

巡回榊談後の報告を文書で市教育委員会へ報告

相談支援件教

平成17年 度(9月～3月) ・ ・・ 17件

平成 18年 度(4月～1月現在)・・・ 19件

成果と課題

(1)児童 。生徒への配慮や支援、校内の支援体制等についての支援を図ることができたェ

(2)幼稚園、保育所からの相談にも対応することにより、小学校でのチ期年や支援に生かすことができfェ

(3)医療関係者 ・福祉担当者 ・養護学校教員と共に相談を進めることで、支援についてPrD係機伴1と
ilど

!

検討できたこ

141「個別の支援計画」の作成による、児童 ・生徒
‐人ひとりのライフステージに「と〔じた判1軒it々モ■tt
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就学前への支援

⊃保育所、幼稚園における 「気になる子」の支援課題

実 態 → 1 保 育所、幼稚園で 「気になる子どもJが 4.秒6と多く対応に吉慮している.

2 専 門的ア ドバイス、研修、保護者支援のための連携を望んでいる

自障害児をや〕/】呆言錆 のエーズ

実 態 → 1 親 は 「気になつてから診断されるまで2年以上」 要しており、身近な地域で相

談できる機会を望んでいる

2 幼 児期の支援が就学 ・進学時にうまくつながらず、親子が吉慮している。

なんたんモデル

“
丹波養護学校、南丹教育局、南丹保健所、三者で年間事業を共有 ・調整し、協同関係に

ル

～南丹広域振興局 地域振興言11白f～

及 啓  発 ● 府民、関係者向けセ

『ちょっと気になる予への理解と式も』

護 者 支 ●発達障害児の家族のつどい の自主活動の支援

専門的相談支サ ●発達障害児相談事業

①小児科専門区、保健師による個別相談

①臨床発達フ芭理士、保健師による保育現場出張神談
“
養護学校 ・教育局相談支援チームとの連携

ル

●南丹地域葛圭支援担当者会議

就学前支援の充実と教育へのつなぎを主題に研修、会議を開催
“
特別支援連携協議会との連絡調整

"

● 5歳 児モデル事業 ～ モデル保育所、幼稚園の年中児対象～

育ちにくさや F育ての1呵難さ|こ親と剖系千うヽ気づき、神談できる機会とし(4づ くり

係 機 関 連

早 期 発 達 支 |

従 事 者 育

①保健 ・保育従事者事前事後研修

①保護者に健康観祭票、子育て′くンフの配布

〇保育者参力口によるカンファレンス

①5歳 児発達神談

①相談斡 麦支援 (親支援教室 ・子ども現場支援〉
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就労への支援

管内では、障害者の枕労支援に向けた取組が南丹保健所からの提起により進められようとしています

南ナl教育局 ・丹波養護学校もこの動きに連携し、部局を越えた支援孫1跡売の取組が始まつています.

(背景 となる状況)

障害者白立支十麦法の施行に伴い、施設から地域への移イ
ー
子が大きな課題となる中で、今後、生ヤ舌や枕

労に関する和談文版体制の充実がますます重要であるc

年度 16 1 7 18(予 定)

一
般就労 ９

一

`ヲ
5

(就労十[軒|:) 1 1

(途中退職) 1 1

福祉就労 1 7 2 0 2 0

在宅 1 0

(障害者子帳交付状況)

身体1特害者子|1辰 7, 710件

凍育子帳    1,030件

精ネ中1呆健福1にコ帳   329+li

*  管 内人口比  5. 7 8 %

20人 にひとり|ゴljらかブ)F章′P,があり

文す及をッZ、要としている

施設から一般就労への移行状況

16年 度、 17年 度 退 所十調査より

管内の就労者は2年間で 1名 t)ない状況にある。

籾蹴 結婚 家庭復帰 転所
公宮住宅への

人居
入「七 死 亡 その他

0 0 r
ワ
一 0

` ノ
6 6

―‐鳴日BIIIIIIIIIIIロ ロンロ_

南丹閣域障害者就労支援連絡会議の発足

行政機関 t亀岡市、高丹市、京丹波町

南丹保健所、ハローワーク辰1部

教育関係 !丹波養護
rf技

、南丹教育局

相談支援機関 :「章害者総合十日談支援センター 「結丹」

化ノ木医療嗣 Lセンター

亀岡市障告者化ヤ高支援センター

障害者生活支援センターこひつじ

事業者 :地元商工会議所、地元企業

* 定 例会議の開催

障害者
‐の就労に関する現状 ・課題の把握

障害者就労に向けた連携

障害者の福7「l旬就労 ・授産振興の充実

求人・求職1青報の共有化 等

* 就 労に関する関係者アンケー ト

* ジ ョブパー トナー養成講座の実施

* 企 業実習に向けた収組
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圏域全体の支援ネットワークの構築

その趣旨

南丹教育局 ・丹渡養護学校は、平成 17

年度より「南丹教育局管内特別支援教育

連携協議会」を発足させてきました。こ

の会議は、幼児児童化徒に対する支援体

制を構築する特別支援教育の趣旨を路

まえ、医療、福祉、労働、行政特の関係

機関との連携の下、就学前から成人期に

至る、ライフステージに応じた支援の継

続を目的としています

特別支援教育連携協議会

年間2回 の会議を持ち、情報交流 ・意

見交換を行っています.18年 度第 1回

会議では、石童1特官保護者の会 「ぶどう

の木J世話役の出田さんから保護者の立

場力も のお話を聞かせて頂きました.

南丹目域障害児者相談支援のあり方検討会議の発足

教育が先行した形で進めてきた、この口域におけ

る部局を横断した支援ネットワークを更に発展させ

る事を目的に、南丹保健所からの提起を受|ナて発足

した会議ですこ部局を越えた 「広域的な相談支援ネ

ットワークの構築」及び障害者の就労支援を主な検

討訳題としています,こ れまで作られてきた支援ネ

ットワークや支援事業を背景に、 19年 度より次図

のようなネットワークの構築を目指しています=

行政関係 :亀岡市、南丹市、京丹波町、南丹保健

所

教育関係 :丹渡養護学校、南丹教育局

柏談支援機関 :障害者総合相談支援センター 「結

丹J

花ノ木医療福ネ止センター

亀岡市障害者生活支援センター

障害者生活支援センターこひつじ

錫議委員

南すJ帽域障害者総合相談支援センター結丹 セイラルケ7マ

ネーシ
ヾ
ャー

社会福和11法人花ノ木障害児者地域凍育等支援事業コーテ

ィネーター

亀1劇市障害者生活支援センター セ ンター長

丹波共同作業所長、かめおか作業所長、ワークスお―

い施設長、あけばの学因人木寮長
/「3限会社1]新製材所社長、株式会在姉ヒ勢クリーニング

社長

社会福祉法人花ノ木百1所長 医 師

京都府南丹保健所保健=長 、福祉室長

亀岡市障常児者を守る協議会長、家族のつどい 「ぶど

うの本J

亀胡市教育委員会、南丹市教育委員会、京丹波町教育

委員会

南丹公立り」稚園園長及び教育研究会

亀1司市中学十交長会、南丹 ,船井中学十交長会

色岡市特別支援教育研究会、南丹 ・船井教育研究会特

5J支援教育部会

日丹ブロック府立高等ど糾交長会理事、京都府立洪陽学

十交

京者悟府立丹波養護学校 校 長、PTA会 長

1新丹教育局 総 括指導十亭
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1章害者終合相談

1支援センター 「結丹_

各市町相談支援事業所

丹波養護ギヰ資

南丹市

(白立支援協議会)

京丹波町

(自立支援協議会)

南丹園岐障害児者支援全体会議 (予定)

発達障官児

支援担当者会議

南丹局管内

特別支援教育連携協議会

南丹国域障害者

就労支援連絡会議

平成 19年 度より、より多様なニーズに応じた支援ネットワークが構築され、特別支援教育は関係機関との連携の

下、その一翼を担う形となつていく予定です。

こうしたネットワークの目指しているt)のは、次の2点です=

支援の最適化 :ライフステージに応 じて、必要な時に適切な支援が受けられること

支援の継続 :サービス提供者が変わつても、必要な支援が継続 されること

丹波養護学校 ・南丹教育局の神談支援もこうした観″点を大切にしています.

通常学級小学校6年 生児童に

関する相談について、相談支援チ
ームを活用した巡回相談の後、京

都府専門家チームをケースカン

ファレンスに活用し、専門家チー

ム会議に、その児童が就学を予定

している中学校の特別支援教育
コーディネーターにt)参加をし

て頂きました。

こうした学校種を越えて支援

を継続 していく視点を大切にし

ています_

支援継続のツールとしての 「個別の教育支援計画Jに つい

ては、通常手級ではまだ作成段階ではなく、また福祉におけ

る 「個別の1支援計画」とどのように関連性を確保していくか

等の課題があります=し かし、ネットワークを生かした支援

継続のためには、今後 「個別の (教育)支 援計画」の作成活

用が求められます.

18年 度には、支援チームメンバーが通級指導教と担当者

の研修会に参加し、「個別の教育支援計画の意義と作成活用」

について講演し、またそれをきっかけとして、ある通級指導

教宝では作成,舌用が始まるなど、少しずつ具体的な動きが起

こってきています.

支援の継続のために
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個別の支援計画 作 成 : 平 成 XX年  × サ| × ||(匝 図
・吏新 )作 成 者 :×XXX

氏名 生年月日 ｀
十句文Xイlをx)|× |1/十 住所 〒0()0-0000)iて者|;イ守1椅)1`1,FXX××一呑J也 保護者氏名 任籍

―

∞
「
―

保護者 ・本人の願い、希望 学校の支援目標

1状台||ギ|||li点●は、1長とん,とことば ,,なかつたが、)り1牛少 し対ち)こと,デ放 |)!11え、札
′
卜後ブ)1

1占IGそげ)化力!た路:しく成1〔した さ らにスムーズ/庁やりとりが できる、にう1市liげ)力を‖1lifして

長し↓ヽ

ifll川!れTげ),亡illをは|るととt)に、 こ と1出こにるコミュエう ―シコ)市ヒカを高める

連携分野 支援の内容 連携機関 担当者 支援の評価 口課題 各領域の将来展望

育
櫛

教
休

(その他)

トリ己げ)牛!「111に,ぷして1析)車方法を liナtし、 1荒ャ7ネ、【||き

、古1碑のな布楚
ナ
+711ブ)にオ

′
iをて|る

とびを lllしC、友だ“ブや十岳■杵些げ)やりとりを楽 し
み、ルールや決 【りがP世れ字できる !〔うにする

十析■イとヴ)会li岳、や ″)と りげ)中で、|ア十分を大】サせでき
る kう に

―
)る  そ ブ)ため、十析|キ拓|【本り己ブ)十1動ブ)と

はを的イ的1に流7ネJ文り、 |1評i化J~る

キi諄iコミョfモケーラコン市と力を hiマ)るために、i山級

1肯ヽ 教キtてジ)1劇姑|1持■を十十y)る

!メ111的立場かr)の1岳)単を求7)るi

札
′
卜に

｀
1たつて多角lr1/ボ兄サ也かr)1貧11、|し、精ヽ1リサri

を行う(i

′|ヽ
′
F : 1交

′|ヽ
ア
i 4 1交

/ 1イヽド: 1資

i山紋す析iキヤ々イモ

卜殺||!イ「:

半級11!任

半llr d l l  l任

し級1肯半||

rt学1持半 客↓【

京掬!イf中|〕1家チー!

l lr)J「lil尤
デ
トす片1尊容!

玄ヽ

庭

域

家
　
地

デ
ト1交でブ)|||】ぐ41特について、 胤 r―ごr、li汚を'|‐るイfど、
夕r長しぃェ;|li環境をi掘|【・)~るi

イ(児υ)!i岳をしつか りrtlき、食1祈そのr)ブ)を楽 しな に
うに・)る.
ヤ級ⅢⅢ任と準の連携を深め、必要な桁ヽと|li報資換
をイfうたア)、せ期的に懇設をすヤつ

l r l t t Jになどて地ルk児性とのl lびつきを強める.
学校とド rA力 ti堂携 し地域 ・イオt設“杵/ ブヽ)いた!「i助

を十すある

1家1延

′
ちて庭

家庭

PTAl也ナ抗りI
P′rA

1雅[i雀杵 ・家族

保「准持 ・家族

1米Ⅲ准杵

学校通十 L21111l Hl

PTA教終H;

医 療 ケt学ばJ兄地カザリ、 小 児フヽげ)西亡店t十イ(きrIなどにつt

てに十持Iキ、助riをイ「う,

イビノ本1欠原 作11れにセ ン

ター

福 祉 r市 て支援、作れ「支援‖刊lt牛げ)情ヤドを性供十て 巧〔打!イfill)|イ呆'世|IF

打ヽナ`1 1i十【とに1でイ1高ヤ|にi来 木健 i llれli係

|を「i己ブ)支援|||‐‖ljをド水 し、協力 しよす,ま た、 判係機関との相1談に使ナ|]することに|IJ意しますt
十`二成  Xイ li ×)3 ×|1    氏 イ1    × X X×X   印


